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医療機関を適正に受診しましょう医療機関を適正に受診しましょう
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子育て情報をお届け！

ファミリーサポートセンター会員募集ファミリーサポートセンター会員募集

▼ �対象　こども医療費助成を受けた高校生相当年齢の
人の保護者のうち、所得税の確定申告で医療費控除
をする人

▼ �確認書の内容　令和3年1月～12月診療分の、こども
医療費で助成した金額（助成見込み額を含む）
※�確認書の交付には1週間程度かかります。交付日は受

け付けのときにお知らせします。

▼ �問い合わせ
　西子育て支援課　☎0287（46）5533
　本子育て支援課　☎0287（62）7042
　塩総務福祉課　　☎0287（32）2988

　子どもの預かりや送迎などを有償で行う、サポー
ト会員になるための養成講座を開催します。

▼ �対象　20歳以上の市民

▼ �とき　�2月14日㈪・17日㈭・19日㈯・26日㈯
　　　　午前9時～正午※14日のみ午後0時30分まで。

▼ �ところ　オンライン（19日は黒磯消防署で開催）

▼ �申込期限　2月5日㈯

▼ �その他　利用会員の登録など、詳し
くは市ホームページを見てください

▼問い合わせ
　市ファミリーサポートセンター　☎0287（47）6252

こども医療費助成額確認書を交付こども医療費助成額確認書を交付

　市では、子どもやひとり親家庭、重度心身障害者、
妊産婦を対象に保険診療自己負担分の医療費を助成し
ています。市の医療費助成にかかる金額は年々増加傾
向にあり、制度を維持するためにも、医療機関を適正
に受診することが大切です。
　適正受診とは、「できるだけ医療機関にかからないよ
うにする」というものではありません。様子を見ていて
重症化すると、治療のために時間や費用がかかる可能
性があります。不調を感じたら、早期に受診しましょう。 ▼問い合わせ　西子育て支援課　☎0287（46）5533

≪はしご受診（重複受診）は控えましょう≫
　同じ病気で複数の医療機関にかかると、医療費が増え
るだけでなく、同じ検査や投薬で体に悪影響を及ぼすこ
とがあります。

≪かかりつけの医師・薬局を持ちましょう≫
　病歴や体質などを把握しているかかりつけの医師がい
ると、何かあったときにすぐに受診や相談ができて安心
です。また、かかりつけの薬局では薬歴が分かるので、
飲み合わせなどの相談ができます。

≪夜間や休日の受診はよく考えてから≫
　診察時間外の受診は、医療費が割増料金になるほか、
急病人の治療に支障を来す恐れがあります。緊急でない
場合は、平日の診察時間内に受診できないか、一度考え
てみましょう。夜間や休日に急な発熱やけがなどの心配
ごとがあるときは、「とちぎ救急医療電話相談」（裏表紙参
照）で相談できます。

適正受診のポイント

なすしおばら ほっとニュース

自

おうちに飾るのが楽しみだね
～ビジターセンター リースづくり～

然の素材を使ってオリジナルリースを作る
教室が、12月3日から5日まで塩原温泉ビジ

ターセンターで開催されました。12月5日には、
市内外から36人が参加し、木の実の種類などを学
びながらリースづくりを楽しみました。宇都宮市
から参加した小学2年生の神

かみやま
山雫

しずく
さんは、クリスマ

スリースと正月飾りづくりに挑戦。「木の実はどこ
に付けようか」や「どっち側を上にしようか」など、
親子で相談しながら仲良く制作していました。

子爆弾の悲惨さと平和の尊さを学ぶ被爆体
験伝承講話が、12月23日に塩原小中学校で

行われました。親が広島県で被爆したという講師
から、76年前の被爆当時の様子や歴史を伝えられ
ました。9年生の君

きみしま
島璃

り く
久さんは、今回の話を聞い

て「教科書で学んだことを、より実感することがで
きた。今の平和な生活は当たり前でないことを知っ
た。自分も将来、聞いたことを語り継ぎ、平和の
バトンをつないでいきたい」と話してくれました。

平和の尊さを次世代に伝えたい
～塩原小中学校　被爆体験伝承講話～

原

一流の舞台芸術が目の前に！
～ミュージカル「星の王子さま」～

月2日、文化庁の事業の一環で、黒磯北中学
校の体育館が本格的な劇場に変身。プロの

劇団「東京演劇集団 風」が公演を行い、生徒たちが
歓声や笑い声を上げながら楽しみました。途中に
は、先生4人がサプライズ出演したり、生徒が舞台
や客席で歌ったりして、劇団員と一緒に世界観を
作り上げた場面も。3年生の松

まつざか
坂直

な お き
紀さんは「役を

演じている人の思いや作品の奥深さを感じ、演劇
に興味が湧いた」と余韻に浸っていました。
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崎中学校で12月3日に行われた地域探求学
習。「地域に支えられている」と気付くこと

を目的に、1年生135人が班ごとに分かれて自治会
長などの地域活動者38人を訪問しました。自治会
長を務める薄井静雄さん宅には、4人の生徒が訪問。
生徒が「困っていること」や「やりがい」などの質問
をすると、薄井さんも熱心に答えていました。最
後に生徒がサプライズで花を贈ると、薄井さんか
らは「元気をもらった」と笑みがこぼれていました。

厚

日ごろの地域の支えに感謝
～地域探求学習「感謝の花プロジェクト」～

・

市ホームページ
詳しくはこちら


